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ログラム評価を得ることである．地域在住中高年者  29名に週  1 回  90















 This study aims to pilot a group program for community-dwelling middle-aged and 
elderly people using the Activity Diary, to examine the effectiveness of the program and 
to receive program evaluations from participants. The participants of the program were 
community-dwelling people ranging from 60 to 75 years old. The participants attended 
a session of 90 minutes once per week and completed the Activity Diary daily during 
the 4-weeks program. Satisfaction with their occupations, feeling of Ikigai, and life 
satisfaction were measured at the start and end of the program. 29 participants attended 
the program. The percentage of attendance was 99.1%. All participants expressed 
satisfaction with the program at the last session. There were statistically significant 
improvements of the score of satisfaction with occupations (the Activity and Daily Life 
Satisfaction Scale: ADLSS), feeling of Ikigai (the K-I Scale for the Feeling that Life is 
Worth Living among the Aged: K-I Scale), and life satisfaction (the Life Satisfaction 
Index-Z: LSIZ). Effect sizes (r) were for the ADLSS 0.50, for the K-I 0.41, and for the 
LSI-Z 0.50. These results indicate the program meets the needs of community-dwelling 
middle-aged and elderly and that the program can contribute to enhance satisfaction of 
occupation, Ikigai, and life satisfaction for community-dwelling middle-aged and 
 elderly.  
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の不明確さ  7) やセッション回数の多さ  8) が課題として指摘されてい
る．ライフスタイル再構築プログラムの効果を検証した研究  1) では，
 ADL，  IADL ，社会的活動の遂行状況を測定する成果指標が用いら
れたが，それらに効果は認められなかった．また  MOHO プログラム
の効果を検証した研究  3,4)では，作業に関連する指標は用いられなか





グラムは計  26回  2) ，   MOHO プログラム  3,4)は計  15回のセッションで
構成されている．実施しやすさや費用対効果の観点から，より少な





年者の生きがいや生活満足度に関連することが示されている  9-12) た














を高めると考えられる  14) ．  
作業に対する満足度は，評価対象となる作業の範囲によって異な
ると考えられる．具体的には，対象者にとって重要な作業が評価対
象となる場合  15) や，セルフケア・余暇活動・生産活動といった領域
に分けられた作業が対象となる場合  12,16) ，日々の生活の中で行われ
ている作業全般が対象となる場合  11) がある．満足を感じる作業経験
は，重要な作業や特定の領域の作業に関わらず，多様な作業を通し











る  17) ．地域在住高齢者に対する集団運動プログラムでは，セルフモ
ニタリングを併用することで，運動プログラムのみを実施する場合



























対象者を，  60歳以上  75歳未満の地域在住中高年者とした．年齢を
 60歳以上  75歳未満に設定した理由は，高齢期の前段階や早期の段階
で作業に対する満足度を高めることが，その後の生きがいや健康に









により募集した．三原市は  2018 年  4 月時点で人口  95,013 名，高齢化




本プログラムの特徴と期待される成果の関係を図  1 に示した．本
プログラムは，個別での活動日記と集団でのセッションで構成され
た．活動日記は作業経験と満足の関係  13) を基盤に開発された．作業
経験と満足の関係において，満足感はつながり，承認，貢献，努力，
楽しさ，進展，上出来，獲得，回復という  9 つの要素を含む作業経
験から生じるとされている  13) ．一日の満足度に影響を与えた作業経
験を  9 つの要素で記録できることが，活動日記の特徴である．活動















や生きがい感，生活満足度が高まると想定した（図  1 ）．  
２）プログラムの流れ  




内容と課題を表  1 に示した．各セッションは，対象者が作業に関す
る知識を得る講義，個人で課題を行う演習，演習結果をグループで
共有する話し合いで構成された．  1 回目のセッションでは，作業経
験と満足の関係についての講義と活動日記のつけ方を学ぶ演習を行
った．そして，次回までの課題として活動日記の記入を依頼した．






プログラムは研究代表者が実施し，共同研究者  1 名が補助を行った．





ついては，  4 回目のセッション終了時に無記名で回答を求めた．デ
ータ収集は，研究代表者が行った．  
１）作業に対する満足度  
 作業に対する満足度を測定するために，日頃の活動満足度尺度  11)
を使用した．日頃の活動満足度尺度  11) は，生活における活動全般に
対する満足の程度を１因子  4 項目で測定する．得点の範囲は  4 ～  20
点であり，得点が高いほど活動全般に満足していることを示す．構












もらっていると思えるときにもてる意識」である．  K-I 式は「自己
実現と意欲 」， 「生活充実感 」， 「生きる意欲 」， 「存在感」の  4
因子  16項目の尺度で，得点の範囲は  0 ～  32点であり，得点が高いほ
ど生きがい感が高いことを示す．構成概念妥当性，基準関連妥当性，
再検査信頼性，内的一貫性が確認されている  22) ．  
３）生活満足度  
 生活満足度を測定するために，生活満足度指標  Z （  Life Satisfaction 
 Index Z ：以下，  LSI-Z ）  23, 24) を使用した．  LSI-Z23)は，高齢者の生活
満足度の程度を「日々の生活から楽しみを得る 」， 「人生を意味あ
るものとみなして人生を受け入れる 」， 「人生の主要な目標の達成
を感じる 」， 「肯定的な自己像をもつ 」， 「幸福で楽観的な態度と
気分を維持する」の  5 因子  13項目で測定する．得点範囲は  0 ～  26点
であり，得点が高いほど生活満足度が高いことを示す．基準関連妥




「講座の内容に満足した 」， 「また講座に参加したい 」， 「講座を
他者に勧めたい」という  3 項目を尋ねた．活動日記については，
「活動日記は自分のためになった 」， 「活動日記が負担だった 」，
「活動日記を続けたい 」， 「活動日記を他者に勧めたい」という  4
項目を尋ねた．各項目に対して「とてもそう思う 」， 「ややそう思
う 」， 「どちらともいえない 」， 「あまり思わない 」， 「まったく







度の変化を明らかにするために，  Wilcoxon 符号付き順位和検定を用
いた．有意水準を  5 ％とした．また，それぞれの測定値に対する効
果量  r を  Wilcoxon 符号付き順位和検定で算出された検定統計量  z を
用いて計算した  24) ．効果量は，  0.1 ～  0.3 未満を効果小，  0.3 ～






認（承認番号：  17075 ）と県立広島大学三原キャンパス研究倫理委






同意のもと研究に参加した対象者は  29名であった．そのうち  1 名
は都合により最後のセッションを欠席し，プログラム終了時の評価
ができなかった．さらに欠損値のあった  3 名を除外し，最終的な分
析を行った．分析を行った対象者  25名の平均（標準偏差）年齢は
 67.4 （  3.18 ）歳であった．うち女性が  60％，有償の仕事についてい
る者が  40％であった．  90％以上の対象者が趣味を持ち，月  1 回以上
の友人との交流があり，自動車を運転していた（表  2 ）．  
対象者の平均出席回数（各対象者の出席回数の合計／対象者数）
は  3.97 回で，出席率 （｛ 各対象者の出席回数の合計／（対象者数







プログラム開始時に比べて終了時に有意に向上した（  p ＝  .01 ），
（表  3 ）． 日頃の活動満足度尺度における効果は大きかった（  r
＝  .50 ）．  
生きがい感については，  K-I 式の得点がプログラム開始時に比べ
て終了時に有意に向上した（  p ＝  .04 ）．  K-I 式における効果は中
程度であった（  r ＝  .41 ）．  
生活満足度については， LSI-Z の得点がプログラム開始時に比べ
て終了時に有意に向上した（  p ＝  .01 ）．  LSI-Z における効果は大
きかった（  r ＝  .50 ）．  
 
３．プログラム評価  
 4 回目のセッションに参加した  28名全員から無記名でプログラム
に対する評価を得た（回収率  100 ％ ）． その結果，全員が「講座の
内容に満足した 」， 「また講座へ参加したい 」， 「活動日記は自分
のためになる」という項目に肯定的な回答をした．また  78.6 ％が
「活動日記が負担だった」という項目に対して否定的な回答をした





異なる  3 つの特徴（①作業に対する満足度に焦点を当てる，②活動














計  4 回という回数の少ないセッションで効果が得られた要因の  1
つ目として，セッション時間外において作業の計画を実行したこと




















フスタイル再構築プログラム  2) の出席率は約  70％，  MOHO プログラ









































す．本研究は平成  29（  2017 ）年度三原市生涯活躍のまち推進事業補
助金を受けて実施された．    
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図 3 プログラム評価の結果A（n=28） 
対象者が 4 回目のセッション終了時に無記名の質問紙によってプログラムに対する評





表 1 各セッションの内容と課題 




















① 計画の実行についての振返り（演習・話し合い）  
② 活動日記（1 週間分）の分析（演習） 
③ 今後の作業の計画の立案（演習・話し合い）  








表 2 分析を行った対象者の属性（n=25） 
項目 人 ％ 
性別   
 女性 15 60 
家族構成   
 独居 3 12 
 夫婦のみ 16 64 
 その他 6 24 
学歴   
 大学・大学院 4 16 
 短大・専門学校 4 16 
 高校 15 60 
 その他 2 8 
過去 1年間の入院歴   
 あり 2 8 
治療中の疾患   
 あり 11 44 
服薬   
 あり 9 36 
車の運転   
 あり 23 92 
有償の仕事   
 あり 10 40 
趣味   
 あり 25 100 
友人との交流   
 週 4回以上 6 24 
 週 1～3回 8 32 
 月 1・2回 9 36 
 なし 2 8 
日記の習慣   





表 3 プログラム前後の測定値の変化（n=25） 
指標 開始時  終了時 P 値 効果量 r 
日頃の活動満足度尺度 16.0（1.8） 18.0（1.3） .01  .50  
K-I式 29.0（2.5） 30.0（2.5） .04  .41  
LSI-Z 20.0（2.5） 21.0（2.0） .01  .50  
注 1：プログラム開始時と終了時の比較は Wilcoxon 符号付き順位和検定を用いた． 
注 2：開始時と終了時の値は中央値（四分位数偏差）である． 
注 3：効果量 r は Wilcoxon 符号付き順位和検定で算出された検定統計量 zを用いて計算
した． 
